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中内 靖　副学長（産学連携担当）
国際産学連携本部長

開発研究センターとは 国際産学連携本部組織体系

国際産学連携本部

技術移転

マネジメント

チーム

開発研究センター

産学連携部

外部資金を事業運営費として、 社会的要請

の高い学問分野での開発研究を積極的に推

進し、 産学官の共同研究体制を構築するた

め、 平成 27 年 7 月 1 日より、 国際産学

連携本部のもとに順次創設されました。 筑

波大学のミッションである教育、 研究、 社

会貢献のうち、 社会貢献を担う新たな組織

です。

今後も新たな分野でのセンター設置を予定

しています。

筑波大学のミッション

研究 教育社会貢献

学群 ・大学院研究センター等

開発研究センター

・ イノベーション創出

・ 研究のスピードアップ

・ 企業の人的リソース導入

・ 産学連携 ・ 起業意識の高い人材育成

主
旨

・ 社会的要請の高い学問分野での産学官協働研究体制を構築する。

・ 学内施設に置く。 期間は設置から 5 か年度。 評価により更新も可。

・ 外部資金のみで運営。

・ 名称は○○開発研究センターとする。

運
営



佐藤  孝明センター長  

所在地：〒305-8550  茨城県つくば市春日1-2  国立大学法人筑波大学  高細精医療イノベーション棟 

e-mail  pmc-info@un.tsukuba.ac.jp URL https://rdcpm.tsukuba.ac.jp/ 

平成29年１月１日発足 

プレシジョン・メディスン開発研究センター 

プレシジョン・メディスン （ 精密医療 ) の社会実装を目指して 
プレシジョン• メディスン開 発 研 究 センターは、我 が国 初 の精密医療の社会実

装に向けた包括的オミックス解析拠点です。同センターでは、ヒト型汎用全自動口

ボットと連携した最先端のゲノム解析システムや質量分析システムを用いて、科学的

証拠に基づいたがんや様々な先天性代謝疾患等の病気の診断と発症メカニズムの

解明を行います。当センターでは予防•先制医療研究の機能を兼ね備えた人間ドッ

ク「つくば予防医学研究センター」とも連携し、国内外の最先端の研究機関と共同

研究を推進しながら、個人に最適の治療や薬の選択につながる「プレシジョン• メ

ディスン（ 個 別 化 精 密 医 療 ）」 の基 盤 研 究 とその社会実装を目指します。  

センターのミッション 筑波大学にヒト型汎用全自動ロボットと連携した次世代超ハイスル

―プットヒト全ゲノム配列解析システムを導入し、産官学共同の「個

別化精密医療(Precision Medicine)」を社会実装する。 

高細精医療イノベーション棟 

コ
ア
ラ
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分
野

8 

食品健康医学分野 

ゲノム形態情報学分野 

ゲノム先端医療分野 

がんゲノム•エピゲノム分野 

先天性代謝疾患分野 

精密精神医学分野 

AI情報解析分野 

先端感染症分野 

次世代超ハイスループットヒト全ゲノム解析システム 

共同研究・事業連携 

環境提供・人材交流 
シーズ創出

基礎研究

国家・国際 

プロジェクト 

人材 

育成・交流 

筑波大学発ベンチャー 

株式会社iLAC 

http://www.i-lac.co.jp/ 

研究機関 
・国立大学法人
・国立研究開発法人
・公益財団法人

民間企業 

・製薬会社

・診断会社

・精密機器会社

・治験会社

・IT企業

国立医療機関 

・国立研究開発法人

・公益財団法人

・一般財団法人

・民間医療機関

海外 

・民間バイオベンチャー

・欧米大学研究機関

・欧米国立研究機関

・欧米民間医療機関



未来社会工学開発研究センター
Society5.0を実現するモビリティ概念の拡張と未来社会創造

未来社会工学開発研究センター（通称、F-MIRAI）は、筑波大学とトヨタ自動車

（株）によって、 当初は「Society 5.0 を実現するモビリティインフラの先端研究拠点」

として設立され、現在、「Society5.0を実現するモビリティ概念の拡張と未来社会創

造」へと取り組みをさらに進化・発展させています。サイバニクス研究センター長、内閣府

の FIRST、ImPACT、SIPプログラムの責任者・ディレクターとしての経験を活かし、当

該センターの長として責務を果たします。学際性ある融合研究を強化し、組織的な産学

官連携による拠点形成を進めます。2024年度からは「人や社会のための健康空間に資

する『人間特性』のデータ集積とモデル化」に取り組み、20２６年度はそれら研究を加速す

るとともに、それらのとりまとめを行います。新たな産学協働のあり方も成果の一つで

す。ご期待下さい。
山海嘉之 センター長

.                              Society5.0を実現するモビリティ概念の拡張と未来社会創造センターのミッション
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トヨタ自動車（株）×筑波大学の“組織対組織連携”体制

「藻業」育成・実用化

技術・資金・人材の好循環

地方自治体

国

モビリティイノベーションの社会応用

社会連携講座：
地域未来創生教育
コース

ロボティクス

人工知能

ビジネスサイエンス

社会工学

スポ―ツ医科学

ビッグデータ

政策提言

企業群
経済団体：Society5.0の実現

経団連

COCN*

（協力企業・関係機関による複数企業群で構成）

企
業

企
業

企
業

A B C

トヨタ自動車
・自動運転技術 ・Iot車輌情報
・燃料電池自動車
・ロボット、小型モビリティ

・茨城県
・つくば市
・石岡市
・常総市
などを計画中

・内閣府
・文科省
・経産省
・国交省
など

実
証
研
究

研
究
事
業

筑波大学未来社会工学開発研究センター

産産学連携

地域連携

官学連携

人材育成

学際融合

*産業競争力懇談会

Society5.0を実現する次世代
自動車交通基盤

睡眠医科学

学学連携

・東北大学

・慶應大学

学
術
研
究

長期・協調領域の研究

スマートシティモデル事業
(5/31)
新モビリティサービス推進事業
(6/18)

芸術

国内外の
大学・研究機関

茨城県、
つくば市など
県内の自治体に
加え、他の
連携可能な 

地方自治体等

サイバニクス　
人

未来指向の産学連携

　スーパーシティ事業 
　戦略的イノベーション創造事業　共  創新産業創出に向けた未来指向の産学連携に向けて！

キーワードの一つは「共創」

産学協働のフレー
ムワーク：共創を
軸に、新たな産官
学民連携による複
合的連携で、新領
域開拓を推進して
いく。

出口イメージ： 

人とサイバー・
フィジカル空間が
融合したサイバニ
クス空間で展開さ
れるC-Avatar関連
の各種技術にって
モビリティの概念
を拡張し未来社会
を創造する

HCPS融合Cybernics Omniverse
C-Avatarによりモビリティ概念が拡張される



スポーツを通したWell-being向上を実現するための最先端研究

 

Well-beingとは個人や集団が身体的、精神的、社会的に満たされ、充実した状態を指す概念で、幸福や満足感、健康、安定、自己実現など、さまざまな側面

を含んでいます。 

高木 英樹 センター長 

最先端スポーツ科学を応用した実用的研究を推進する。 

スポーツの力を活用して社会を変革できる人材を育成する。

様々な企業、団体等と連携し、社会的課題を解決する。 

先進事例を相互に共有するための国際交流を活性化する。 

最先端 

スポーツ科学

スポーツイノベーション開発研究センターでは、スポーツを通じて人々のWell-being向上

を目指し、先端的開発研究を展開しています。特にメンタルヘルス、アスリートのパフォーマ

ンス向上、障害者スポーツの促進など、新たな知見を得るための研究に注力しています。

また、人材育成にも力を入れ、若手研究者やコーチ、スポーツ活動支援人材（スポーツアドミ

ニストレーター）に対する教育プログラムや研修の機会を提供しています。

さらに、企業連携を通じてテクノロジーを活用した革新的なスポーツ製品やサービスの開発

を推進し、国際交流にも積極的に取り組んでいます。世界中のスポーツ科学の最先端技術

や知見を取り入れ、スポーツを通したWell-being向上に貢献することを目指しています。

〇スポーツ生理学、バイオメカニクス、

スポーツ心理学など、パフォーマンス

を向上させる科学的知見を提供

Well-beingとは… 

人材育成 

〇スポーツを通した人間形成

を推進 

〇社会を変革できる人材の

育成 

企業連携 

〇企業や自治体のニーズに合

わせたシステムや製品の開発 

〇様々な連携を通して、社会

的課題を解決する 

国際交流 
〇国内外のベストプラクティスを

集約し、情報を発信する 

〇人的な国際交流を活性化し、国

際的プレゼンスを高める 

〇グッズやチケットの販売 

〇大学スポーツを「観る」 

「する」「支える」 

〇スポーツが大学の玄関 
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HSR

HSR

( )

株式会社　日立製作所

Email    hsr.tsukuba@un.tsukuba.ac.jp

生活と調和した医療のためにー Towards health services in harmony with life
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QOL (Quality of Life)

QOL

305-8550 1-2 418
Tel 029-859-1593

平成 31 年 2 月１日発足

テーラーメイド QOL プログラム開発研究センター

Tel 029-859-1593

所在地：　〒305-8550　茨城県つくば市春日 1-2　 国立大学法人筑波大学　高細精医療イノベーション棟 418 室

個人の健康状態に合わせたテーラーメイド QOL プログラムの確立へ
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（人間系特任教授）

  
     

 

 112-0012   3-29-1    458 

Tel  03-3942-6573 e-mail t-onelab_info@un.tsukuba.ac.jp
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本センターは、光、電磁気、電子、粒子線などの評価手法を包括的に研究し、新たな計測

手法の開発に取り組んできた。また、半導体デバイス計測や新材料の構造解析における

電子顕微鏡の基盤技術に対する高度な技術課題に挑戦し、高分解能、高精度の計測技術

を実現してきた。

今後、データサイエンスに基づく計測手法を展開し、データ収集、分析、解釈、情報抽出、

予測モデリングなどを包括的に統合するアプローチを追求していく。

これらの成果を応用し、ナノテクノロジーや機能デバイスなどの材料科学分野、病理診断、

創薬などの医学関連分野において、計測手法とデータ解析を結びつけた機械学習や深層

学習による高品質かつ革新的な特性評価手法を社会に提供し、実用化を目指していく。

イノベイティブ計測技術開発研究センター
令和元年１０月１日発足

-革新的計測評価技術の社会実装を目指して-

社会ニーズに対応した人材育成
データサイエンスに基づく手法開発

革新的計測技術の社会実装

Tel 所在地： 〒305-8573 茨城県つくば市天王台 1-1-1 国立大学法人筑波大学 プロジェクト研究棟 101

センターのミッション

関口隆史センター長

Tel 029-853-8802 rd-center-imc@un.tsukuba.ac.jp URL  https://imc.bk.tsukuba.ac.jp
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ユビキタスコンピューティングや IoT、サイバーフィジカルシステムなどの基盤となる計算
機技術は、「新しい自然」と言えるような、「自然物と区別し難い人工物」を生成しつつあ
ります。たとえば、音や光などの波動現象を計算機で制御する技術により、実物と見紛う映
像(蝶など)を空中に浮遊させ、本物と区別がつかない物体(素材など)をプリンターから出力
することができます。このように計算機技術が生み出した人工物と自然物との相互作用によ
り再構築された環境を「デジタルネイチャー」と呼びます。「デジタルネイチャー」は、
3Dプリンタなどを用いたデジタルファブリケーション手法や AR/ VRなど、さまざまな手法
により生成されます。この人工生成物は、自然環境との相互作用を経て再びデータ化され、

再度自然に還流するフィードバックループによって進化していきます。本センターは、そのようなフィードバック
ループの中にある情報メディア装置と人の共創環境について研究し、一連の「デジタルネイチャー」に纏わる研究
を推進することにより、社会実装に向けた要素 技術等の研究を深化させ、文化・芸術・スポーツとの学際的コラボ
レーションを通じて、メディア装 置等とそれを活用したサービスの開発研究を行って行きます。

センターのミッション

計算機と自然の新しい関係性を探求

基礎研究

Optimization
LLM
Agent

Optics
Acoustics
HCI

Optimization

最
適
化

数理化

物
理
化

自動最適化の
範囲を広げる

ループの
適応範囲を広げる

このループを
高速化する

「デジタルネイチャー」のビジョンに基づき、基礎研究と最適化のサイクルを加速し、
応用範囲を広げつつ、LLMやエージェントによる自動最適化を推進します

落合 陽一センター長

令和6年9月1日を発足

マルチスピーシーズ

スポーツ

アクセシビリティ

デジタル文化

デジタル展示
メディアアート バーチャルリアリティ

感覚フィードバック

デジタル製造

触覚ディスプレイ

ボリュメトリックディスプレイ
生体模倣デザイン



12 Tel 03-3942-5841 e-mail contact.swc@un.tsukuba.ac.jp URL https://swc.taiiku.tsukuba.ac.jp/ 

112-0012 3-29-1 563
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305-8550
Tel 029-853-1019 81499 e-mail rdc-lifestyle@md.tsukuba.ac.jp 11

令和 4 年 4 月１日発足

健幸ライフスタイル開発研究センター

次世代につなげる健康で幸せなライフスタイルを探究
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